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なお，この 300 m 四方の一角だけで，激しく液状化しているようで，このエリアを離れると，特に大

きな地盤災害は生じていないようである．1.で述べたように，この一角が，どのような土地利用状況か

ら宅地開発されたのかも調査する必要があると考えられる．詳しい実験的調査に基づくべきであるが，

このエリアで噴出している砂を手に持った感触から，粒度配合の悪い，粒径のそろった砂質土のように

感じた． 

 

おわりに 

東北地方の被災者の方々とは比べものにはならないかもしれないが，我々，茨城県民も，東北地方太

平洋沖地震により大きな被災を受けた．茨城大学工学部の復旧活動に不安があり，我ながら精神的ダメ

ージは大きいと感じている．避難所生活から自宅に帰ってきてから 2011 年 3 月 18 日までは，大学内で

の教職員および学生の安否確認，JR 常磐線など交通機関の復旧状況の確認，大学構内の安全確認と通電

などの復旧作業の段取りなどで忙殺されつつ，先に述べたような精神的ダメージもあり，ふさぎ込みが

ちであった．しかし，被災後に，多くの茨大 OB/OG の皆様や日頃から研究活動で交流のある皆様から

お見舞いと励ましのお言葉をいただき，徐々に前向きに考えられるようになった．そして，2011 年 3 月

18 日から，復旧業務の傍ら，自宅周辺および自転車で廻れるであろう地点の調査に出向くことができた．

我が目を疑いたくなるような状況も散見されたが，事実である．この事実をしっかりと受けとめ，土木

技術・地盤工学が社会的使命を果たせるように情報収集する必要があると強く思う次第である． 

 

 

 


